
原市場聖書教会

週　　報

2023.5.14

NO.945

15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　５月　１４日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 若村和仁師　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 渡辺愛秀兄　　　
　　受付 ： 本多祐子姉　　　

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 愛 秀 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 全地に満ちるまで」

聖歌３３２番「 飼い主なる主よ」

マタイ１７章１節～１３節

「 苦しみを受けられた先にある神の愛と輝き」

聖歌４７７番「 いざみなきたりて」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ１７章１節～１３節
1, それから六日目に、 イエスはペテロとヤコブとその兄弟ヨハネだけを連れて、 高

い山に登られた。

2, すると、 弟子たちの目の前でその御姿が変わった。 顔は太陽のように輝き、 衣

は光のように白くなった。

3, そして、 見よ、 モーセとエリヤが彼らの前に現れて、 イエスと語り合っていた。

4, そこでペテロがイエスに言った。 「主よ、 私たちがここにいることはすばらしい

ことです。 よろしければ、 私がここに幕屋を三つ造ります。 あなたのために一つ、

モーセのために一つ、 エリヤのために一つ。」

5, 彼がまだ話している間に、 見よ、 光り輝く雲が彼らをおおった。 すると見よ、

雲の中から「これはわたしの愛する子。 わたしはこれを喜ぶ。 彼の言うことを聞け」

という声がした。

6, 弟子たちはこれを聞いて、 ひれ伏した。 そして非常に恐れた。

7, するとイエスが近づいて彼らに触れ、 「起きなさい。 恐れることはない」 と言わ

れた。

8, 彼らが目を上げると、 イエス一人のほかには、 だれも見えなかった。

9, 彼らが山を下るとき、 イエスは彼らに命じられた。 「あなたがたが見たことを、

だれにも話してはいけません。 人の子が死人の中からよみがえるまでは。」

10, すると、 弟子たちはイエスに尋ねた。 「そうすると、 まずエリヤが来るはずだと

律法学者たちが言っているのは、 どういうことなのですか。」

11, イエスは答えられた。 「エリヤが来て、 すべてを立て直します。

12, しかし、 わたしはあなたがたに言います。 エリヤはすでに来たのです。 ところ

が人々はエリヤを認めず、 彼に対して好き勝手なことをしました。 同じように人の

子も、 人々から苦しみを受けることになります。」

13, そのとき弟子たちは、 イエスが自分たちに言われたのは、 バプテスマのヨハネ

のことだと気づいた。

「苦しみを受けられた先にある神の愛と輝き」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。

-5-



御言葉紹介
★ 2023 年 5 月 10 日御言葉

テトスへの手紙　3 章 3 ～ 5 節

3, 私たちも以前は、 愚かで、 不従順で、 迷っていた者であり、 いろいろな欲望と快楽の奴隷になり、

悪意とねたみのうちに生活し、 人から憎まれ、 互いに憎み合う者でした。

4, しかし、 私たちの救い主である神のいつくしみと人に対する愛が現れたとき、

5, 神は、 私たちが行った義のわざによってではなく、 ご自分のあわれみによって、 聖霊による再生

と刷新の洗いをもって、 私たちを救ってくださいました。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●この手紙は、 使徒パウロのクレタ島に使わされていた弟子のテトスを励ますために書いた手紙で

す。

ではクレタ島はどんな島だったのか？裏切りと暴力に満ちた島でした。 そこの教会は、 島の堕落し

た文化に影響を受け、 イエスキリストを、 ギリシャ神話のゼウスと混同し、 自分たちの欲望と快楽

のとりこになり、 教会には偽教師が入り込み支配され、 罪にまみれている状況でした。

そのクレタ島の教会を立て直すために、 使徒パウロは、 自分の弟子であったテトス （ギリシャ人の

クリスチャン） を送ったのですがかなり大変な中にありました。 そこで、 そのテトスを励ますために

書き送ったのがこの手紙です。

　ではこのクレタ島のクリスチャンたちの状況というと、 クレタ島の性的に乱れた文化と金儲け主義

の文化に影響を受け、 欲望と快楽のどれになる結果、 「悪意とねたみ」 のうちに生活し互いに傷

つけあう生活になっていたのです。

　この解決方法は、 外側だけを変えることではないのです。 外側だけを変える場合は、 嘘をつか

なければなりません。 そこには、 本当の救いや、 神の前に正しい生活にはつながらないのです。

結果クレテの教会の人々は、口先だけで立派なことを言い、嘘をつき、外側だけ立派な儀式を行い、

私生活は乱れまくっていたのです。 その生活ぶりは、 クリスチャンとは程遠いだけでなく、 クレテ

島の人々にも悪影響となる生活態度になっていたのです。 正しい聖書の教えから外れ、 島の教会

は、 欲望と快楽の奴隷になる人々が多くなっていたのです。 そこを立て直す使命で送られたテトス

は大変な中にありました。 そこでパウロは手紙を通して励まし祈っていたのです。

　魂の救いは、 表面だけ立派に着飾り、 また心が伴わない見せかけの義のわざによる行いでは得

られないのです。

神ご自身のあわれみ （イエスキリストの十字架の身代わりの愛と聖霊の働き） を素直に心に受け

入れ罪を認め、 罪をイエスキリストの十字架の身代わりの死によって赦していただき、 私たちは神

様との関係に回復が与えられるのです。 罪を赦され義と認めていただいた結果、 私たちは、 いろ

いろな 「快楽の奴隷」 「欲望の奴隷」 「悪意と妬みの生活」 から解放され、 神から与えられる赦

しにより本当の救いと平安が与えられるのです。

　私たちは、 この信仰に立って歩むことが大切なのです。 私たちはみな罪があります。 だからこそ、

そこを隠すために着飾るのでもなく、 弱さを認め開き直るのでもなく、 神の愛を素直に受け入れ、

赦された者として、 心の内側から神の愛によってつくりかえられ続ける者であることが大切なので

す。

　この神様の偉大な救いのご計画をパウロは伝えたかったのです。 パウロは自分も受けたことで

あったのです。 私たちも、 この愛を受けて、 伝えていくものでありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 5 月 10 日（水 )

 5 月 7 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    2+0 人    6+1 人   9+2 人  20（17+3）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　          　　1人　　4人　　　　5人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（５月 21日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： マタイ１７章１４節～２０節

説　　教 ： 「からし種ほどの信仰」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「土の器」

　　　　　　　　聖歌３３８、 聖歌２３６、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多節子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多守兄

集会案内

礼          拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
5月 21日 (日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:005 月 17 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

こひつじタイム　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 13:00 頃

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい .

★原市場聖書教会での礼拝は以下の個人の感染防止対策にご協力お願いいたします。

　　1, 発熱等の症状がある場合は、 無理をせず Zoom をご利用下さい。

　　２ マスクの着用については個人の判断を基本といたします。

　　　 体調がすぐれないと感じられた際は着用をご検討ください。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ５月１６~ １９日 （火～金） あまやどり （日高市地活） （場所 ： 高麗聖書教会）

・ ５月１８日 （木） hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）

5 月 16 日 ( 火）

・ ５月１６日 （火） 関東宣教区教師会 （場所 ： 足立愛の教会）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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